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発表者：下関市立大学 経済学部
○井上 奈菜美、○馬塲園 友吏江

木村 拓磨、竹下 諒、坂口 ひかり、中居 雅博
辻 優妃、伊藤 佳菜子、久保田 菜摘

●下関市の人口 約27万人

下関市立大学の概要

公立大学法人

下関市立大学
Shimonoseki City University

経済学部だけの
単科大学

学生数は約２千人

中学校 社会科

高等学校

地理歴史科

公民科

商業科

経済学部の教職課程として

取得できる教育職員免許状

ただし、
教育学部とは異なり

附属学校
をもたない

学校現場との接点は、4年次の教育実習のみ

体験的な学びの機会を手にすることが困難

下関市立大学

山の田中学校区のコミュニティ・スクール体制

山の田校区
青少年健全
育成協議会

山の田中学校
学校運営協議会

生野小学校
学校運営協議会

山の田小学校
学校運営協議会

にじいろネット協議会
（山の田中学校区学校運営協議会）

山の田地区
まちづくり
協議会

自治会
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学校支援地域活動と地域学校協働活動の違い
学校支援地域活動 地域学校協働活動

一方向 双方向

地域

学校 学校

地域
主導性

主導性

支
援
の

要
請 夏休み学習会（5年生対象）の

ボランティア・ティーチャー

下関市立大学
教職課程

地域学校協働活動のきっかけ

にじいろネット協議会

山の田小学校 生野小学校

支
援
の

提
案

私たちの大学で
やりましょう！！

小学校のニーズ
全国学力・学習状況調査
A問題の正答率を上げる

提案①

「算数大作戦」のはじまり

2014（平成26）年
8月28日(木)、29日(金)
第１回「算数大作戦」
児童数、約150名
学生数、約30名

下関市立大学

山の田小学校
生野小学校

にじいろネット協議会

×

２会場に別れて実施

算数大作戦の様子

どんどんコース
1教室

じっくりコース
4教室



2018/3/3

3

学校現塲との
つながりは

自分たち次第！

地域の教育力の一部として
学校や地域に貢献できることを自覚

第1回「算数大作戦」が気づかせてくれたこと

算数大作戦を
私たちがもっと良くしたい！！

地域は
体験的な学び
の場となる！

支
援
の

要
請

下関市立大学
教職課程

地域学校協働活動のきっかけ

にじいろネット協議会

山の田小学校 生野小学校

支
援
の

提
案 小学校の教員主導

から
私たち学生主導へ

提案②生野小児童の送迎
→安全確保

提案③事前の教材研究
→学生自身の
指導力アップ

夏休みの
地域学校協働活動

として定着

第1回

2014年8月

第2回

2015年8月

第3回

2016年8月

第4回

2017年8月

学校支援活動から地域学校協働活動へ

にじいろネット協議会

下関市立大学

山の田小学校
生野小学校

児童や先生、学校を取り巻く地域の方々とのつながり

地域学校協働活動が与えてくれたこと

私たち教職課程の学生が、地域の一主体として、
学校や地域から期待されるようになった

もっと地域に貢献したい！！
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解決案課題

地域学校協働活動の新展開

下関市立大学キャンパスツアー
（2017年10月）

にじいろネット協議会

下関市立大学
教職課程

講演会の前座に
アトラクションを企画

地域教育講演会に
地域の方々が来ない

参加者数は、
地域の中学生や
大人の方々67名

教育講演会に
地域の方々を
呼び込むことが

できた

新たな
地域学校協働活動の芽生え

豊田中学校

地域コーディネーター

下関市豊田町からの要請

多様な
交流の
機会を

学力向上を

支
援
の

依
頼

下関市立大学
教職課程

豊田中学校

下関市豊田町への提案

支
援
の

依
頼 支

援
の

提
案

下関市立大学
教職課程

授業補助
（ティーム・ティーチング）

部活動支援

包括的な
学校支援

地域コーディネーター 放課後の
補習支援
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旧市内

下関市豊田町による手厚いサポート

送迎
町
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宿泊

地
元
企
業

地域コーディネーター

食事

学校支援
活動
の実現

約３５ｋｍ

学校支援に終わらない協働活動の意義

地域とともにある
豊田中学校

豊田町

豊田中学校
という場を核とした

地域づくり
町民ボランティア

地元企業

各小学校

下関市立大学
教職課程

地域コーディネーター

学 校地 域

地域と学校にありがちなパワー・インバランス

そもそも異質で排他的な関係

教育をめぐる
専門性低 高

Win-Winの関係

組織力 強弱

ニーズ

ニーズサプライ

学校と地域におけるオンデマンドの関係

地域のそれぞれが持つ
固有の力

マッチングの限界

地 域 学 校

ニーズ

個人

ニーズ

企業ニーズ
個人

ニーズ

団体

ニーズ

ニーズ

学校の教育力
サ
ー
ビ
ス

デマンド
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学校支援地域活動 地域学校協働活動

マッチングからコーディネートへ
マッチング コーディネート

あるものをそのまま
組み合わせる

組み合わせるために
それぞれを調整する

同
質
化

異質性の保持
固有性の発揮

×

学校支援地域活動で終わらないために

ニーズ志向からシーズ志向へ

地 域 学 校

コーディネート
機能の充実

個別のシーズの
組織化

ニーズの捉え直し

学 校地 域

地域と学校がパートナーとなるために

シーズ志向のコーディネート機能

互酬性

教育の責任を
学校と分かち合う覚悟

地域という異質を
受け入れる覚悟


